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各種審議会等審議結果公表シート 

会議の名称 平成３０年度第２回中津川市博物館等協議会 

開催日時 平成３１年２月２２日（金）１５時～１６時４０分 

開催場所 中津川市鉱物博物館 研修室 

出席者の役職名 

委員８名 

教育長、文化スポーツ部長、鉱物博物館長、中山道歴史資料館長、苗木遠山史

料館長、子ども科学館長、東山魁夷心の旅路館長、鉱物博物館館長補佐、鉱物

博物館館長補佐兼学芸員、文化振興課学芸員２名 

話し合われた内容

（会議録又は 

審議概要） 

１ 協議会委員任命・委嘱 

 委員の任命書及び委嘱書の交付 

２ 教育長あいさつ 

・会議の成立について 

【進行】 中津川市教育委員会付属機関設置等に関する条例施行規則第４条に

より会議は委員の過半数の出席により成立することから、過半数以上の委員の

出席によりこの会議は成立していることを報告いたします。 

・協議会の公開について 

【会長】 本協議会は公開を前提としています。今後は公開ということでよろ

しいですか。 

【委員】 異議なし 

【会長】 それでは公開ということでよろしくお願いします。 

３ 報告・協議事項等 

（１） 平成３０年度各館事業実施状況 

各館長より説明 

（２）平成３１年度文化スポーツ部の方針と重点及び各館の事業計画 

    

 

【質疑】 

会長 

 ありがとうございました。３０年度の状況報告、計画について委員からの質

問とご意見を併せてお願いいたします。 

 

委員 

中山道歴史資料館、遠山史料館でも外国人が多い英語での専門的な対応は？ 

遠山史料館での甲冑の話の中で、城跡で甲冑のようなコスチュームを製作しイ



 2 / 6 
 

ンスタにアップしていた。甲冑のコスチュームを作成し備えると面白いのでは

ないか。 

子ども科学館では、新たな展示物をお願いしたい。実際に浮上するリニアの模

型がある。参考されたらと思います。 

 

会長 

 委員皆様からのご意見、質問をいただいた後に、回答といたします。 

 

委員 

コスプレは面白い。他の地域でも観られる。後学、学習知識欲を満たすため

の博物館などは充実している。それだけではなく、大きな美術館、私設美術館

では、そこで憩うというか、満たされるものであってほしい思いで、喫茶店を

併設するのは困難なんかもしれないが、少しでもゆっくり出来る空間。 

子ども科学館で複数子どもを連れて行くと疲れる。そこで子どもを遊ばせる間

の待ち時間に一息つける時間であるので、茶を飲みながら雑誌が読める場所が

あると良いのではと感じた。 

 

会長 

 館そのものの存在を大きく幅広くして行く方法です。 

 

委員 

中山道の増加要因で、PR 以外の利用増の方法は 

出前で講座を行う。閑散期に出前を行う。 

まちづくり会社とコラボして、まち案内をしながら中山道資料館に入る活動を

実施。３０年度本格化している。スタッフの街角案内も心がけながら行う。 

英語の対応は、英語パンフ、地図を作成。英訳のキャプッション、地域と連

携して英会話教室により地域で外国人の道案内をして中山道資料館へ導くよ

うに行っている。英会話可能のスタッフにより館の案内を実施。 

 

委員 

 まちづくりに関し、会議所では２０２７年リニア開設に向けて、中津川は岐

阜の東の玄関口として活動している。東美濃のブランド力を高める。市民には

地域の愛着を持っていただきたい事業を行っている。外国の方にどのようなブ

ランド力の強みを明確に示すか。歴史文化を伝えるか。街を思う心を活かして、

協力できたら良いと思います。 

 

委員 

 博物館講座、フィールドリポーターによる地域調査研究者だけでなく、地元

の者でサークル活動的なことから教室、講座の利用をあげて行く。 
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 まち協にも係わる中で、地域連携での楽しさを広めてほしい。また、こうい

ったことをやっているというアピールをしながら利用できると良い。 

 フェスタ、入館無料デーで絵本カフェを実施。雑木林の中に絵本をおいて親

子で観てもらう。ネイチャーゲームをやったり、ハンモックでくつろいだりし

ている。 

幼児向けの「はじめの一歩」（教室）から「こんもりやま」の教室年代毎に

開催している。また次世代が子どもを連れてきて、戻ってきている。世代連携

につなげられることがうれしく思う。 

 住みよい街雑誌に掲載され評価された。現在、博物館付近の夜明けの森には

以前のような遊具は無いが、散策も良い。まち協、財産区と連携し、整備を始

める予定。こういったことをご理解いただき、応援をいただきたい。 

  

会長 

 委員の皆様自身の活動組織と各館の係わりで共に学ぶ楽しみをいただいて

いるようです。 

 

委員 

 市内の学校で､博物館等に見学会はあるか。 

 

事務局 

 実施している。出前授業でも促している。 

 

委員 

子どもが発信でないと大人は動かない。週末は部活で博物館等へ行くチャン

スがないため社会見学会で子どもの心をつかむと良いと思う。 

 イベント等企画で、努力されていて興味を持った。パンフも惹かれ良い。 

子どもの心をつかみ次世代にもつなげていただきたい。 

 

委員 

 利用者増で出前講座等を増加して、この取組で浸透してきた。小中生徒に中

津川の歴史を垣間見ることが出来たと思います。 

中津川は宿場が中心で、苗木を含むその周辺で合併して成り立っている。小

中高で中津川市を出てしまうと帰る人は少ない。帰ってくる人は生活に困窮苦

労しながら過ごしている。文化会館で行っている鑑賞事業の催しでは、５０代

から６０代、７０代が多い。若い世代は少ない。小中生、若い世代に博物館等

の興味を持たせることが良い。プラネタリウム等設備の改良も願う。 

 以前と思うと前向きに取り組む姿勢が良く明るくなったことがわかる。 

これからも支援して行きたい。 
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会長 

館の運営やあり方を含め委員からレベルの高い意見をいただいたことで、感想

もしくわ方向性でもいいですが、雨漏りもほっとした。 

 科学館は各学校の理科部会での申し入れでプラネタリウムをメインにする

ことであったようですが、区画整理事業の影響で、別のものとなる。 

 最近は、「はやぶさ２」の話題で､宇宙に関することが盛んとなっている。 

 

部長 

方針と重点では、人作りで特に小中生幼児を含めた子どもたちを中心にやり

たい。教育委員会と連携し、取組重点をおきたい。 

プラネタリウムは博物館との方向性がありますので、含めて検討したいと考え

ている。 

 

事務局 

 ５各館とりまとめて気づいたことを館長と相談しながら運営しているが､課

題山積であるが、運営の仕方方向性を見いだして行く。 評価委員会では運営

に関し、理解いただいている。 

再編統合となると課題やご意見があり見直しに悩む。 

昨年、11 月に中津川市市有財産運用管理マスタープラン評価委員会が開催さ

れました。 

委員の皆様方には、各博物館等の意義はご理解をいただいております。 

少し建物の状況といいますか、経緯を説明いたします。 

開館された順に説明します。 

１苗木遠山史料館 

 昭和５６年に苗木城跡が国の史跡に指定されました。その当時遠山家から史

料を寄付していただいた。そのものの公開に史料館が建設され平成２年に開館

ました。 

２子ども科学館 

 市制４０周年公園整備を併せて科学実験装置、展示設備を備え建設。これら

の体験装置等により、将来、学者や技術者導くための施設として建設。 

プラネタリウムから離れたものとなったのは、当初、砂防の展示として建設さ

れた。４年後教育委員会に委譲され現在の科学館となる。 

 他に、当時浄化センターの補償を兼ねて建設された経緯もある。 

３東山魁夷心の旅路館 

 平成５年に画伯から７２３点の絵画が寄付された。道の駅に併設され平成７

年からの開館。なぜ、この場所なのかは、魁夷が立ち寄った時に山口の人にい

ろいろと助けられた場所として、画伯自身が命名した。 

４鉱物博物館 

 長島親子からの鉱物のコレクションの寄付を受けまして、鉱物を展示し、自
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然をテーマとした学習が出来る施設として建設。夜明けの森が整備されたころ

は、アスレチック遊具があり、集客につながって利用者も多かった。 

５中山道歴史資料館 

本町付近の市岡家、間家、菅井家の旧家でございます。文書の整理から鑑定

し、結果、１級品の歴史資料であることが判明。資料整理、散逸防止のため施

設の検討をされた。立地条件から本町が有力。建設には予算不足。現在を間借

りして開館。建物の状況は １ 28 年、２ 26 年、３ 23 年、４ ２０年、

５ １４年経過しております。意見として、１その地にある意味があるので、

集約するのもどうか。２集約したほうがよいものと、特化したほうが良いもの

のバランスが必要ではないか。３美術館のあるところはよいイメージがある。

収支に関することも重要ではありますが、中山道歴史資料館の借用期間の 34

年度（２０２２年度）までには見直しを行わなければならないと考えておりま

す。方向性を含めてご意見がありましたら。 

 

会長 

 博物館等の方向性を含めて意見をいただいているが、ご意見、質問等お願い

します。 

 

委員 

維持管理で赤字で大変。イノベーションスクールでの成功例、岩手県の柴波

町（人口２万人）図書館反対で、出来ないが、民間で建設した。１バレーボー

ルの専用競技場（オガールアリーナ）を作り強にみして、集客し稼げるように

なった。２町の木を使って住宅を建てる。金回りの仕組みを考えた１点と強み

を突き止めて何をするのかを考える。鏡像して行ければ良いと思います。地歌

舞伎にしても外国人が来る。オリンピックではレスリングがあるので、どのよ

うに活かし、連携できればと思います。 

 

事務局 

方向性につきましては、ご意見を伺いながら進める。統廃合は考えていない。

このようにならなければならない場合は、やむをえない事情が出てくると思い

ますが、そういった対策に皆様のご意見を聞きながら進める。早い時間に考え

ておりますので、皆様のご協力を願います。 

 

会長 

 委員と事務局と一緒になりながら意見を出して、５館の存在がより中津川市

の中で、大きな存在として成って行くように、あるいは素晴らしい内容となる

ようにご意見をいただいている。素敵な意見をいただいている。 

 入館者どのくらいとか。古くなったからとかの理由で、統廃合ではなくて委

員会としては､前向きによりよい存在のある博物館となるように意見をいただ
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いているので、ここの中でいる方すべてが同じだと思いますので、こういう検

討をする。市としてどのようにして行くかと、評価委員会の方には、前向きな

答弁等含めていただけたら良いと思う。 

 

会議資料 

・平成３０年度事業実施状況報告 

・平成３１年度文化スポーツ部の方針と重点及び各館の事業計画   

  

管部課 

 

中津川市鉱物博物館 

 

 


